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広報 － おおず － ２００９ １月号

○

大洲市長選挙

みんなで投票、明るい選挙
１ 月 25 日㈰は
大洲市長選挙の投票日です

20歳になったら
国民年金

　
国
民
年
金
は
、
や
が
て
訪
れ

る
長
い
老
後
や
、
生
活
の
安
定

を
損
う
よ
う
な
〝
万
が
一
〞
の

事
態
に
備
え
、
保
険
料
を
出
し

合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う
制

度
で
す
。

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず

に
国
民
年
金
加
入
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

○ 

国
民
年
金
の
加
入
者
は
次
の

３
種
類
で
す
。

 

第
１
号
被
保
険
者
…
…

　 

自
営
業
、
農
業
、
漁
業
、
学

生
な
ど
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
人

 

第
２
号
被
保
険
者
…
…

　 

厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人
（
会
社
員
、

公
務
員
な
ど
）

 

第
３
号
被
保
険
者
…
…

　 

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
で
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
人

○ 

20
歳
の
前
月
に
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
加
入
勧
奨
状
（
加

入
の
お
し
ら
せ
）
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
第
１
号
被
保
険
者

に
該
当
す
る
方
は
市
役
所
国

民
年
金
窓
口
で
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。

○ 

毎
月
の
保
険
料
額
は
、
１
４
，

４
１
０
円
で
す
（
平
成
20
年

度
額
）

○ 

20
歳
に
な
っ
て
、
所
得
が
少

な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
な
ど

の
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市

役
所
国
民
年
金
窓
口
で
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

【
ご
質
問
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
５
１
０
５

市
役
所
市
民
課
市
民
第
４
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課

☎
52
１
１
１
１
（
内
線
29
）

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課

☎
34
２
３
１
１
（
内
線
２
２
３
）

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課

☎
39
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

《投票できる人》
◆年　齢　 日本国民たる満20年以上の人（平成元

年１月26日以前に生まれた人）
◆住　所　 引き続き３か月以上大洲市に住所を有し、

大洲市選挙人名簿に登録されている人

《選挙の日程》
◆投票日　 平成21年１月25日㈰
　　　　　午前７時から午後８時まで

　　　　　　※一部閉鎖時刻の繰り上げあり

繰
り
上
げ
を
す
る
投
票
所

投　票　所 閉じる時刻

長浜
大洲市豊茂公民館 午後７時

大洲市立戒川小学校へき地集会室 午後７時

肱川 中津集会所 午後７時

河辺

大洲市河辺老人福祉センター 午後７時

大洲市河辺農業構造改善センター 午後７時

大洲市河辺ふるさと生活館 午後７時

大洲市河辺地域活性化センター 午後７時

◆告示日　平成21年１月18日㈰

◆立候補届出日および場所
　 平成21年１月18日㈰
　午前８時30分から午後５時まで
　大洲市役所２階大ホール

◆期日前投票
　 仕事や旅行などの理由で投票日に投票できない人
は、期日前投票ができます。

　 平成21年１月19日㈪から平成21年１月24日㈯
　午前８時30分から午後８時まで　
　 大洲市役所２階大ホール・大洲市長浜体育館１階
会議室・大洲市役所肱川支所３階会議室・

　大洲市役所河辺支所２階会議室

　 ※青島にお住まいの人は、青島コミュニティセン
ターでも投票できます。

　（１月20日㈫悪天候時翌日）
◆選挙会（開票）の日時・場所
　平成21年１月25日㈰午後９時30分から
　大洲市役所２階大ホール

選挙に関するお問い合わせは、市選挙管理委員会へ。☎24－2111(内線333)
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広報 － おおず － ２００９ １月号

○

テレビについての大切なお知らせ

・ 

い
つ
で
も
、
ニ
ュ
ー
ス
や
天

気
予
報
な
ど
の
情
報
が
見
ら

れ
ま
す

　 

　
デ
ー
タ
放
送
に
よ
り
、
リ

モ
コ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
で
い
つ
で
も
ニ
ュ
ー
ス
や

天
気
予
報
、
そ
の
ほ
か
の
暮

ら
し
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

電
子
番
組
ガ
イ
ド
（
Ｅ
Ｐ
Ｇ
）

で
、
録
画
予
約
も
簡
単
に
行

え
ま
す

　 

　
番
組
表
が
テ
レ
ビ
画
面
上

で
見
ら
れ
、
当
日
か
ら
１
週

間
先
ま
で
の
番
組
情
報
が
検

索
で
き
ま
す
。
ま
た
、
放
送

時
刻
の
変
更
が
あ
っ
て
も
視

聴
予
約
や
録
画
予
約
に
す
ぐ

対
応
し
ま
す
。

※ 

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
い
た
だ
く
に
は
、
地
デ
ジ

対
応
の
テ
レ
ビ
か
チ
ュ
ー
ナ

ー
な
ど
の
受
信
機
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
に

よ
っ
て
は
地
デ
ジ
の
機
能
が

制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
電
気
店
・

家
電
量
販
店
な
ど
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の
大
切
な
お
知
ら
せ

地
デ
ジ
は
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送
と
違
う
？

● 

準
備
は
お
早
め
に
！

　
現
在
、
家
庭
用
ア
ン
テ
ナ
で
ア

ナ
ロ
グ
放
送
が
受
信
で
き
て
い
る

ご
家
庭
で
も
、
電
波
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
映
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
に
地
デ
ジ
に
移
行
で

き
る
よ
う
、
お
早
目
の
対
応
を
お

勧
め
し
ま
す
。

●
悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

　
テ
レ
ビ
の
調
査
会
社
や
ア
ン

テ
ナ
工
事
業
者
を
装
っ
て
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る

た
め
の
費
用
を
不
正
に
請
求
し

た
り
、
工
事
の
勧
誘
を
行
う
と

い
っ
た
事
が
起
き
て
い
ま
す
。

悪
質
商
法
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
７
・
０
１
０
１

市
役
所
企
画
調
整
課

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
５
２
３
）

第３回

● 

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
が
楽
し
め

ま
す

　
16
対
９
の
ワ
イ
ド
画
面
、
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
高
画
質
、
Ｃ
Ｄ

な
み
の
高
音
質
で
、
ま
る
で
そ

の
場
に
い
る
か
の
よ
う
な
臨
場

感
と
迫
力
を
楽
し
め
ま
す
。

● 

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方

へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し

ま
す

・
字
幕
放
送
が
楽
し
め
ま
す

　 

　
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、
受

信
機
の
標
準
機
能
と
し
て
字

幕
放
送
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
番
組
に
よ

っ
て
は
生
放
送
も
字
幕
付
き

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
解
説
放
送
も
楽
し
め
ま
す

　 

　
ド
ラ
マ
な
ど
の
筋
書
き
を

音
声
で
紹
介
す
る
解
説
放
送

を
ス
テ
レ
オ
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・
音
声
速
度
も
変
え
ら
れ
ま
す

　 

　
受
信
機
に
よ
っ
て
は
声
を

ゆ
っ
く
り
し
た
ス
ピ
ー
ド
で

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

寝たきり高齢者などの

障害者控除について

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
、

要
介
護
認
定
者
な
ど
で
、
寝
た
き

り
度
や
認
知
症
の
状
態
が
一
定
の

基
準
に
該
当
す
る
場
合
は
、
市
で

認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。
本
人
ま

た
は
扶
養
者
が
、
こ
の
認
定
書
で

確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
を
す
る

と
、
所
得
控
除
（
障
害
者
控
除
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
認
定
書
交
付
対
象
者

　
大
洲
市
に
住
所
を
有
す
る
人

で
次
の
一
〜
五
の
い
ず
れ
か
の

状
態
に
あ
る
と
市
長
が
認
定
し

た
者
。

【
障　

害　

者
】

　
一 

、身
体
障
害
者
（
三
〜
六
級
）

に
準
ず
る
障
害
が
あ
る
人

　
二 

、
知
的
障
害
者
（
軽
度
・

中
度
）
に
準
ず
る
障
害
が

あ
る
人

【
特
別
障
害
者
】

　
三 

、
身
体
障
害
者
（
一
・
二
級
）

に
準
ず
る
障
害
が
あ
る
人

　
四 

、
知
的
障
害
者
（
重
度
）

に
準
ず
る
障
害
が
あ
る
人

　
五
、
寝
た
き
り
高
齢
者

※ 

一
〜
五
に
該
当
す
る
か
は
、

介
護
認
定
資
料
・
医
師
の
診

断
書
な
ど
を
も
と
に
、
市
の

認
定
基
準
表
で
判
定
し
ま
す
。

な
お
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
で
も
該
当
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

既
に
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

で
控
除
を
受
け
て
い
る
人
お

よ
び
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が

非
課
税
で
申
告
を
す
る
必
要

の
な
い
人
は
該
当
に
な
り
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　 

市
役
所
高
齢
福
祉
課
高
齢
者

福
祉
係

　
☎
㉔
２
１
１
１（

内
線
１
７
１
）
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○

税金についてのお知らせ

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　
今
年
も
償
却
資
産
の
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
償
却
資
産
、
申

告
の
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成21年度分
個人住民税申告相談会場の見直しについて
　税務課では、効率の良い申告相談の実施体制を整

えるため、平成21年2月の申告分から一部地区の会場
を下記のとおり、他会場と統合させていただきます。

　対象となる地区にお住まいの人にはご不便をおか

けすることとなりますが、今後もより良いサービス

を提供できるよう努めてまいりますので、ご理解と

ご協力をお願いします。

　なお、申告相談日程の詳細につきましては、来月号

の広報でお知らせしますので、ご確認ください。

統合対象地区 統合後の申告相談会場
（平成21年２月申告分から）

大　洲
南 久 米 市 役 所
三 　 善 八 多 喜 連 絡 所

長　浜

喜 多 灘
長 浜 体 育 館沖 　 浦

豊 　 茂 大 和 公 民 館
出 　 海 櫛 生 福 祉 セ ン タ ー

肱　川

予 子 林

肱 川 公 民 館
岩 　 谷
正 　 山
大 　 谷

住宅ローン控除の申告を忘れずに！
　平成20年度の税制改正により個人住民税に住宅ロ
ーン控除が創設されましたが、控除を受けるために

は毎年申告が必要となります。
　平成20年分の所得税で控除しきれない額がある場
合は、平成21年３月16日までに、「市民税県民税住宅
借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

※ 大洲市公式ホームページに掲載している申告書作成
ツールにて、申告書を簡単に作成することができま

すので、ご活用ください。

※ 平成19年以降に入居した人は、「住民税の住宅ロー
ン控除」の適用はありません。

　 この措置は平成28年度の住民税まで適用されます。

【
償
却
資
産
と
は
】

　
商
店
や
工
場
な
ど
を
経

営
し
て
い
る
個
人
ま
た
は

法
人
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
土
地
・
家
屋
以
外
の
事

業
用
資
産
（
構
築
物
、
機

械
、器
具
、備
品
な
ど
）
で
、

そ
の
減
価
償
却
額
（
費
）

が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得

計
算
上
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
に
算
入
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

【
申
告
の
不
要
な
も
の
】

○ 

耐
用
年
数
が
１
年
未
満

の
も
の

○ 

取
得
価
格
が
20
万
円
未

満
で
３
年
以
内
に
一
括
均

等
償
却
す
る
も
の
（
平

成
元
年
３
月
31
日
以
前

の
取
得
に
つ
い
て
は
10
万

円
未
満
の
も
の
）

○ 

取
得
価
格
が
10
万
円
未

満
で
一
時
損
金
に
算
入
さ

れ
た
も
の
（
た
だ
し
、
少

額
多
量
資
産
に
つ
い
て

は
、
申
告
が
必
要
）

○ 
鉱
業
権
、
特
許
権
、
営

業
権
、
商
業
権
な
ど
の

無
形
減
価
償
却
資
産

○ 

自
動
車
税
お
よ
び
軽
自

動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
る
車
両
な
ど

【
附
帯
設
備
に
つ
い
て
】

　
家
屋
の
所
有
者
以
外
の

人
が
取
り
付
け
た
附
帯
設

備
は
、
取
り
付
け
た
人
が
納

税
義
務
者
に
な
り
ま
す
。

【
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
】

　
該
当
す
る
償
却
資
産
を

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在

所
有
し
て
い
る
個
人
ま
た

は
法
人
は
、
申
告
書
に
必

要
事
項
を
記
載
し
て
、
市

役
所
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
総
務
商
工
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
注

：

耐
用
年
数
が
変
更

さ
れ
た
資
産
に
つ
い
て
】

　
平
成
20
年
度
の
税
制
改

正
に
よ
っ
て
、
機
械
及
び

装
置
を
中
心
に
資
産
区
分

の
見
直
し
、
耐
用
年
数
の

変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

変
更
後
の
耐
用
年
数
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
度
に

課
税
さ
れ
る
償
却
資
産
す

べ
て
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
既
存
資
産
に
お

い
て
も
耐
用
年
数
が
変
更

と
な
る
資
産
に
つ
い
て
は
申

告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
提
出
期
限
】

　
平
成
21
年
２
月
２
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　 

市
役
所
税
務
課
固
定
資

産
税
係

　 

☎
㉔
２
１
１
１

　 （
内
線
１
２
６
・
１
２
７
・

１
２
８
） 

資産種類 課税の対象となる資産（例）

構築物
構 築 物 構内舗装、門、塀、フェンス、緑化施設等の外構工事、看板（広告塔）など

建物付属設備 建築設備、内装・内部造作など

機 械 お よ び 装 置 各種製造加工設備、電気通信事業用設備、建設機械、印刷機械、立体駐車場設備 など

船 舶・ 航 空 機 ボート、遊漁船、ヘリコプター など

車 両 および運搬具 大型特殊自動車、フォークリフト、構内運搬車 など

工具・器具および備品
切削工具、測定工具、金型、陳列ケース、机、椅子、ロッカー、事務機器、医
療機器、厨房用品、娯楽用器具、自動販売機 など

【問い合わせ先】
　市役所税務課市民税係
　☎24－2111（内線129、130、131）

住民税の住宅ローン
控除の適用を受ける人

住宅借入金等特別税額
控除申告書の提出方法

所得税の確定申告を
されない人

源泉徴収票を添付し

市役所・支所へ提出

所得税の確定申告を
される人

所得税の確定申告書と

あわせて税務署へ提出
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○

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

１　

医
療
費
の
自
己
負
担
に
つ
い

て
、
平
成
21
年
１
月
か
ら
一
部
改
正

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

① 

75
歳
到
達
月
に
お
け
る
自
己
負
担

限
度
額
の
特
例
措
置

　 

　
現
行
制
度
で
は
、
75
歳
の
誕
生

日
を
も
っ
て
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

高
額
療
養
費
（
医
療
費
に
お
け
る

自
己
負
担
限
度
額
）
は
保
険
者
ご

と
に
月
単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

75
歳
の
到
達
月
に
は
、
誕
生
日
前

日
ま
で
の
医
療
保
険
制
度
で
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
負
担
し
、
誕
生

日
以
降
さ
ら
に
後
期
高
齢
者
医
療

で
も
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
負
担

す
る
と
い
う
、
結
果
と
し
て
、
自

己
負
担
額
が
２
倍
と
な
る
場
合
が

生
じ
て
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
１

月
か
ら
、
75
歳
到
達
月
の
そ
れ
ぞ

れ
の
自
己
負
担
額
を
２
分
の
１
に

す
る
こ
と
で
調
整
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　 

　
な
お
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
12

月
の
診
療
分
に
つ
い
て
も
、
既
に

支
給
さ
れ
た
高
額
療
養
費
と
の
差

額
が
支
給
さ
れ
る
方
向
で
、
厚
生

労
働
省
と
関
係
機
関
の
調
整
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

② 

現
役
並
み
所
得
者
の
判
定
に
つ
い

て
　 

　
現
役
並
み
所
得
者
の
医
療
費

一
部
負
担
は
３
割
（
一
般
、
低
所

得
者
は
１
割
）
と
さ
れ
、
対
象
者

は
、
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上

で
、
か
つ
、
収
入
が
被
保
険
者
単

身
世
帯
で
３
８
３
万
円
以
上
、
被

保
険
者
複
数
世
帯
で
５
２
０
万
円

以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
複
数
世

帯
の
場
合
で
、
旧
老
人
保
健
法
で

は
、
70
〜
74
歳
の
同
一
世
帯
者
も

こ
の
判
定
に
加
え
ら
れ
て
い
た
た

め
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

行
し
て
、
か
え
っ
て
医
療
費
の
窓
口

負
担
が
１
割
か
ら
３
割
に
増
え
た

人
が
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
年
金

収
入
の
み
の
世
帯
で
、
年
額
４
０

０
万
円
の
76
歳
の
夫
と
年
額
１
０

０
万
円
の
73
歳
の
妻
の
場
合
で
す
。

平
成
21
年
１
月
か
ら
、
こ
の
点
が

旧
老
人
保
健
法
に
則
し
て
改
正
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２　

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
へ

納
付
方
法
の
変
更
が
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
、

発
足
当
初
は
原
則
と
し
て
年
金
天
引

き
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
、
平
成
20
年

10
月
分
か
ら
は
一
定
の
条
件
で
（
国
民

健
康
保
険
税
を
確
実
に
納
め
て
い
た

か
ま
た
は
年
金
年
額
が
１
８
０
万
円

未
満
の
人
で
世
帯
主
か
配
偶
者
が
代

わ
っ
て
納
付
す
る
場
合
）、
年
金
天
引

き
か
ら
口
座
振
替
へ
納
付
方
法
の
変

更
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
４
月
分
か
ら
は
、
前
記

の
条
件
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。
口
座
振

替
で
確
実
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替

へ
（
本
人
、
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者

の
口
座
に
限
り
ま
す
）、
納
付
方
法

の
変
更
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ご
希

望
の
人
は
、
保
険
証
、
通
帳
、
通
帳

の
登
録
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
市
保

険
環
境
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

４
月
分
か
ら
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る

場
合
、
平
成
21
年
１
月
31
日
ま
で
に

手
続
が
必
要
で
す
。
そ
れ
以
降
に
手

続
を
さ
れ
た
場
合
は
６
月
分
以
降
か

ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

松
山
市
北
条
辻
６
番
地

（
松
山
市
役
所
北
条
支
所
２
階
）

☎
０
８
９
・
９
１
１
・
７
７
３
３

市
役
所
保
険
環
境
課
高
齢
者
医
療
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

シリー
ズ

№15

　このたび、与党において決定された「定額給付
金」については、今のところ住民の皆様へのご連
絡や給付を行う段階ではありません。具体的な給
付の方法などが決まり次第お知らせしますので、
「振り込め詐欺」などに十分注意してください。

● 市区町村や総務省などがＡＴＭ（銀行・コ
ンビニなどの現金自動預払機）の操作をお
願いすることは、絶対にありません。
● ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振
り込んでもらうことは、絶対に出来ません。
● 市区町村や総務省などが、「定額給付金」の
給付のために手数料などの振り込みを求め
ることは、絶対にありません。

● 現時点で、市区町村や総務省などが住民の皆
様の世帯構成や銀行口座の番号などの個人情
報を照会することは、絶対にありません。

　ご自宅や職場などに市区町村や総務省（の職員）
などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届
いたら、迷わず、お住まいの市区町村や最寄りの
警察署または警察相談電話（＃９１１０）にご連
絡ください。

【問い合わせ先】
　市役所企画調整課
　☎24－2111（内線522・525）

定額給付金の給付をよそおった
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。 気をつけて！
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